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シンポジウム「日本中世思想史研究に明日はあるか」開催記録
　本稿は、森新之介と鈴木英之が企画運営し、早稲田大学高等研究所がWIAS Top Runners’ Lecture Collection
として開催したシンポジウム「日本中世思想史研究に明日はあるか」（2018年 10月 27日（土）、早稲田大学












森 新之介・大塚 紀弘・野上 潤一・舩田 淳一・鈴木 英之
⽇時 2018年10⽉27⽇(⼟) 13:30開会 - 18:00閉会 
場所 早稲⽥⼤学 早稲⽥キャンパス (東京都新宿区) 
   9号館5階 第1会議室 (80⼈収容可) 
懇親会 ⾼⽥牧舎 (会場すぐそば、定員40⼈) 
















































13:00 -  開場 
13:30 - 13:45 開会の辞と全体説明（森） 
13:45 - 14:00 趣旨説明と登壇者紹介（鈴⽊） 
14:00 - 14:30 報告1（森「今⽇の⽇本中世思想史研究」） 
14:30 - 15:00 報告2（⼤塚「思想史研究とコスモロジー論」） 
15:00 - 15:15 コーヒーブレイク 
15:15 - 15:45 報告3（野上「中世後期学問史研究の可能性」） 
15:45 - 16:05 論評（舩⽥） 
16:05 - 16:20 コーヒーブレイク 
16:20 - 17:50 全体討論（鈴⽊司会） 

































































































































































































































































































































































































































































































































・丸山真男「思想史の考え方について」（『丸山真男集 第 9巻』岩波書店、1996年、初出 1961年）

















































































































































































































































































































































































































































シントン大学を訪問した時、研修のない週末に Pike Place Marketで“Chocolate and Sake Pairing”という不思
議な催しが開かれると知り、参加するために Eventbriteという類似サービスを利用したところ便利だったから
である。余談だが、チョコレートと日本酒の組み合わせはやはり旨くなかった。
　この業界の学会やシンポでは、懇親会費の集金に通常、郵便振り込みと現金払いを併用する。そのため、当
シンポの懇親会の集金方法は奇を衒っているように見えたかも知れない。しかし、郵便振り込みと現金払いに
は幾つかの不便がある。
　第 1に、郵便振り込みだと、払込取扱票に手書きされた氏名を一つずつ読み取って手打ち入力し、参加者名
簿を作成していかなければならない。これは手間であり、開催直前の忙しい時の大きな負担になる。
　第 2に、郵便振り込みだと、振り込んでからその情報が相手（懇親会の主催者）に届くまで、紙だと 2-3日、
Web照会サービスでも 1日くらいを要し、時差が大きい。そのため、もし口座を開いたままにしておくと、
当日会場で参加者から「私はさっき振り込みましたよ」と主張されても、主催者はその事実の有無（本当に振
り込まれたけど情報がまだ届いていないだけなのかどうか）を確認できない、ということにもなる。
　そのため、多くの学会やシンポでは、振り込み口座は開催数日前に閉じてしまい、以後は現金で支払わせる
ようだ。しかし、第 3に、現金出納では盗難や紛失、釣り銭渡し間違えなどの危険が付き纏う。また、多忙な
開催当日に数人、数十人を相手に現金出納するとなると、係員をシンポ会場の受け付けに常駐させる必要もあ
り大きな負担になる。
　Peatixであれば、郵便振り込みと現金払いのような不便はなくなる。参加者の申し込み状況やチケットの販
売状況は殆んどまたは全く時差なく確認でき、参加者名簿を作成する手間もない。また、直前までは郵便振り
込みでそれ以後は現金払い、というように集金方法を切り替える必要がなく、懇親会の直前や当日であっても
参加を受け付け続けることができる。なお、学生向けの割り引きコードも公開し、学生はこれを申し込み時に
入力して割り引きを得られるようにした。
　ただし、問題も 2つあった。第 1は、郵便振り込みでは振り込み手数料を参加者に負担させられるが、
Peatixでは手数料を主催者が負担しなければならない、という主催者側の問題。もちろん、手数料を含めて懇
親会費をやや高く設定するという方法もあるが、それでは参加者の理解を得難いだろう。手数料を計算に入れ
ても、手間や人件費が軽減されるため全体としては利益の方が大きいだろうと判断し、当シンポでは Peatix
を利用することにした。
　第 2は、コンビニと ATMからの振り込みは前日
に締め切られてしまうため、クレジットカードを
持っていない人は当日に参加申し込みできない、と
いう参加者側の問題。当シンポが、懇親会費のオン
ライン入金の告知と同時に Twitterでアンケート調
査を行ったところ、画像のような結果になった。こ
れは「研究者や学生」を対象にしたものであり、当
シンポの参加予定者や人文系に限定したものでな
い。それでも、クレジットカードを持っていない人
の比率は私の予測より多く、当夜の懇親会も賑わっ
たと言い難い。
　ただ、この Peatixで面白いのは、誰がすでに参
加チケットを購入したかを公開できるということで
ある（本人が希望すれば本名でなく通称での公開も
可）。これには一長一短がある。すでに多くの人が https://twitter.com/20181027jp/status/1033914633319411712
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参加チケットを購入していれば、参加しようか迷っている人に「これだけの人が来るのだから、あの人も来る
のだから自分も参加しよう」と参加を後押しできる。ただし、もしチケットの売れ行きが不調であれば、参加
しようか迷っている人をより躊躇させることにもなる。
　学会の年次大会であれば、参加者の顔触れは毎年概ね同じだが、今回のような単発のシンポでは誰が来るの
か企画運営者にも予想できない。企画運営者のためだけでなく参加（検討）者のためにも、参加予定者の多寡
や顔触れを良くも悪くも透明にすることには意味があるだろう。
　8．広報
　当シンポは広報のため、独自ドメインを取得して公式サイト（http://20181027.jp）を開設し、Gmail
（20181027jp@）と Twitter（@20181027jp）、Peing（https://peing.net/ja/20181027jp）のアカウントも取得して、
2018年 6月 23日から広報活動を展開した。
　情報はなるべく小出しにした。細部に未だ詰められていないところがあったということももちろんあるが、
小出しにした方が潜在参加検討者の目に触れる機会が多くなると考えたためだ。その他、当シンポ開催案内の
メールを私が接点のある研究者に一斉送信したり、鈴木氏が研究者のメーリングリスト 3つに一斉送信したり
した。ポスターは公式サイトで公開した PDFを誰でも印刷掲示できることとし、印刷したポスターを方々に
送り付けるということはしなかった。Twitterで有料のプロモツイートを打つということも考えたが、見送っ
た。その他、仏教文学会大会（9月 15日 16日、慶應義塾大学三田キャンパス）と日本思想史学会大会（10
月 13-14日、神戸大学六甲台キャンパス）で、許可を得て受け付け横の机に当シンポのビラを置かせてもらっ
た。
　広報活動は残念ながら不十分だったらしい。同年 12月、私の研究に以前から注目してくれていたという京
都の大学院生とたまたま知り合ったが、彼は 2か月前に開催された当シンポを全く知らなかった。
　9．草稿公開
　当シンポの開催記録は、当初から、私の当時の勤務先であり当シンポの開催主体でもある早稲田大学高等研
究所の紀要すなわち本誌に掲載する予定でいた。本誌は毎年 3月に刊行されるため、もし開催 5か月後刊行
の第 11号（2019年 3月）に掲載できれば、それが理想だった。しかし、設定された同号への寄稿締め切りは
当シンポの開催前だったので、見送ってその次の号に寄稿することとせざるを得なくなった。
　私には何の考えもなかったが、開催後、鈴木氏が「開催から刊行まで 1年 5か月もの時間が空いてしまう
ことは好ましくなく、まず草稿を公式サイトで公開しよう」と提案してきた。これは実に名案だった。幸いに
して他の登壇者 3人からも快諾が得られたので、公開することとなった。
　草稿を公開することにした理由は、鮮度の劣化防止ということ以外にもう 1つある。それは、草稿の公開に
よって完成稿をよりよいものにできるだろうということだった。登壇者 5人は他の登壇者の草稿を読み、自分
の草稿に加筆することができる。また、登壇者以外から意見や指摘が寄せられれば、それを承けて草稿を改善
することもできる。意見や指摘は Peingから匿名で投稿可能とした。なお、公式サイトでは「以下の文章はす
べて草稿であり、加筆訂正されることが十分に有り得ますので、論文などでの引用は厳にお控えください」と
いう注意書きを付けた。
結語
　当シンポの企画運営で、私は「資金を費やさず、それでいて惜しまず」ということを心掛けた。
　私は金を無駄遣いすることが嫌いなので、いつも削り得るところは切り詰めて、なるべく無料のサービスを
利用するようにしている。当シンポの公式サイトやポスターも、すべて外注せず自分で製作した。昨今はどこ
でも研究費の支給額が減少しつつあり、まして私は任期最終年度の若手だったので、たとえ質素なシンポに
なったとしても参加者たちは理解してくれただろう。
　ただ、窮状を打開して未来を切り拓こうという時に「欲しがりません勝つまでは」のような余裕のなさでは、
勝てる勝負にも負けかねない。あまりに息苦しいと息が詰まるので、適度な遊び心があってもよい。そう考え
たからこその弾幕やコーヒーだった。「こんなことを言ったら学界の重鎮たちからどう思われるだろうか」な
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ども考えないことにした。私は新しい可能性を感じたかったし、参加者にも感じてほしかった。
　当シンポは問題提起と意識共有のための試みであって、これで日本中世思想史研究の明日が切り拓かれたの
でなく、明日があると確認できたのでもない。いつになるか分からないが、次は「日本中世思想史研究はまだ
死んでいない」というシンポを開催したいと思っている。もちろん、その時まで日本中世思想史研究が死んで
いなければの話だ。
　末筆ながら、当シンポの登壇者や来場者、聴取者などすべての関係者に、心から感謝を申し上げたい。
